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研究シーズの概要 

 小型の IoT（internet of thing）機器を用いて、長時間の屋外環境モニタリングを行うための要素技術を実験的に

研究しています。 

研究シーズの詳細 

 例えば、農業のための環境観察においては、積算日照

量が重要ですが、積極制御を行うためには光スペクトル観

察や二酸化炭素濃度の時間変化を観察することも必要

です。また、橋梁のための環境観察においては、振動の長

期間観察が必要になります。長時間 IoT センシングのため

の通信回線は普及しつつありますが、その電源については

多くの解決すべき課題があります。 

 本研究では、リチウムイオン電池を安全に利用する方

法、電池残量推定、計画的電池充電、電源電圧変換な

どを実験的に研究しています。リチウムイオン電池の標準出

力電圧は 3.7 V です。端子電圧が高すぎると（典型的に

は 4.2 V 以上）リチウムイオンが金属リチウムになり、水と

大きな反応をします。端子電圧が低すぎると（典型的に

は 2.5 V 以下）永久的に電池容量が減少します。 

そこで、例えば、Maxim社（現Analog Devices社）

の電池管理 IC MAX17201 を用いた電池残量推定や、

テキサスインスツルメンツ社充電IC BQ25890 を用いた予

測的電池充電の実現方法を研究しています。電圧昇降

圧実験として、例えば、リニアテクノロジ社LTC3111などの

利用経験を積んでいます。 

リチウムイオン電池充電 IC BQ25890 を用いた実験 
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農業センシングの取り

組みとして、マイクロ分光器 C12880MA を用いた光スペ

クトル観察にも取り組んでいます。 

想定される用途・応用例 

◆環境、自動車、鉄道、船舶、航空、農業、土木、観光、福祉、スポーツ・健康、教育、など。 

セールスポイント 

 現実の IoT 機器においては、必ずしも計算機シミュレーション通りの振る舞いをするとは限りません。安全に留意しなが

ら、手を動かし、機器のモデル化を行い、より長時間 IoT センシング可能な方法を探求しています。 
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